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論文内容要旨

 本州で最も幅広い中央部の内陸地域では,常緑広葉樹林も夏緑広葉樹林の主要なブナ林も,

 自生分布が見出されていない領域が広く存在する。このために,植生分布帯についても古くか

 ら種々論議されてきた地域ともなっている。このような内陸地域において,その植生学的な特

 性を把握するために,植物社会学的な立場から研究を行ってきた。本研究では,隣接する本州

 中央部全域の夏緑広葉樹林における植生調査資料の相互の比較の結果,内陸地域の森林植生の

 全貌が・群落体系,植生形態・植生の分布,動態等について以下の点で明らかとなってきた。

 L夏緑広葉樹林一ブナクラスの全域にわたる総合常在度表の作成は,我国では最初の試みで

 あり,今回新に記載した1群団,3群集を含めて,3オーダー,i1群団,i6群集と4群落を,

 いずれも標微種或は区分種を抽出して位置づけることができた。

 群落相互の比較のために参考とした植生も含めると,本州中央部におけるブナクラスの群落

 体系は,375頁のようにまとめられる。また,中央部の南北断面(太平洋側一日本海側)上におけ

 る,主要な植生の分布位置を模式的に示すと376頁のように配分されている。
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 2.内陸地域の森林植生のうち,湿潤地のハンノキ林(ハンノキクラス)と河畔林のヤナギ林(オ

 ノエヤナギクラス)を除く夏緑広葉樹林は,隣接群落である山地針葉樹林(クロベ林,ヒノキ林,

 ッガ林,アカマツ林等)と共に,アズキナシ,ウワミズザクラ,ホウノキ等の多くの標徴種によっ

 て,ブナクラスに一括包含される。

 3.ブナクラスを大きく二分するオーダーは,そのまま植生分布帯を示している。

 垂直的には,ササーブナオーダーは山地帯上部(従来のブナ帯),コナラーミズナラオーダー

 は山地帯下部(従来のクリ帯)に相当する。水平的には,冷温帯南部にコナラーミズナラオーダー

 が広く分布し,冷温帯北部ほどササーブナオーダーが広範囲に分布しているものと考えられる。

 4.山地帯上部(ササーブナオーダー域)では,太平洋側のスズタケーブナ群団と日本海側のチ

 シマザサーブナ群団に区分されるブナ林の分布が顕著である。しかし,内陸地域においては,

 ブナ林の生育分布が少く,シラカンバーミズナラ群集とウラジロモミーミズナラ群落からなる

 ミヤマザクラーミズナラ群囹が広く占め,現存植生では,二次林が際立って多い。

 5.山地帯下部(コナラーミズナラオーダー域)の中生立地上では,垂直的に二群団が分布して

 いる。

 オオバクロモジーミズナラ群集とコアジサイーミズナラ群集等からなるマルバアオダモーミ

 ズナラ群団は,コナラーミズナラオーダ一城の上部を占めている。ササーブナオーダー域の構

 一375一



Fagetea crenatae Miyawa}ci.Ohba et t,iurase 196~ 

Saso-Fagetal ~a crenatae Suz . -Tok. 1966 

Saso kur~lensis-Fagion crenatae Miyawaki.Ohba et ~~urase 

Aucubo-Pagetufn crenatae ~1:iyawaki et al. i968 

Haolawel~do-Fagetum crenatae ~iyawaki et al. 1968 

Nanoquercetu~1 Su:;.-Tok. 195S 

Abies ,1laTiesii-Fa(:r;,~ crelxz~(r Ges* 

Sasa~orpho-Fa9~an crendtae M:iyawaki.Ohba et ~urase 1964 

Corno-Fa9etur~ cren~tee ~iyawaki.Ohba e~ Murase 196~ 

Mir~caca{io-Fagetu~, crenatae I~iyawaki.Ohba et Murase 196~ 

FagetuR1 crenato-japon~cae Sasaki 1970 

Abies ha77cZepis-rag7/s creT!atc~ Ces-

Pruno-Querc~or~ mongolicae grosseserratae al . nov. 

8etuio-Quercetum mongol~cae grosseserratae ass .nov. 

Abl~es homoZepis=(~uerc:.s ,n07lqoZicc: v.grossese:1~(:tcr G;es . 
Rhododendro-Thuj~on stand~sh~i ,iiyawaki et al. i968 

1l~ci-ThL~jetunl stand~sh~~ ,iiyawaki et al. ~968 

~?,o;:r~ nTL'tica-Cho7laecy~ris obtt(~~~As~;. Maeda 1951 

Rhododendro-Tsugetuf~ s~ebo~dii Ya!~as:aki et *~~gai 196a 
Fraxino-Ul~letalia Suz--Tok. 1967 

PterocaryioF1 rho~f07~ae Miyawaki.Ohba et r4ur~se i96~ 

Polysticho-Pterocaryetum Suz.-Tok. et al- 1956 

Oryopter~do-Frax~netull speeth~anae Suz.-Tok- 1952 

rsopyro-Fraxinetum spaethianae r~iy~~waki.Ohba et M:urase 

Ptilopter~do-C~a~~aecypdrieturu p{s~ferae Maeda lq_ 58 

Ulnl~on david~enae Suz.-Tek- i95~ 

Querceta~~a serrato-grosseserratae ~:iyawaki et al- 1971 

Frdxino-Quercion mongolicae grosseserratae Ohba 1975 

L~ndero membranaceae-Quercetv~ moll901 ~cae grosseserratae Ohba 

Tripetaie{o-Quercetu~ monsol~cae grosseserratae Ohba 1975 

Tripetc:Zeia panicl4lata-C~z!TPi'7Tus japonl;ccr Ass. Miyawa!x:i et 
Hydrangeo-Quercetuol mQngol icae grosseserratae ass . nov -

Car,{no-Quercion serrat,~e ~:-ilawaki et al. 

Quercetuni denta to-;erratae ass . nev . 

Acer cratseqifo;i!":~-e:~erc:~cs 8errat~ Ges -

Querceturn acutissiFlo-5erratae Miyawaki et al. 1967 

Oaphno pseudo-mezereu~]-Quercetunl serratae M;iyawaki et al. 

Quelr~l~s I~riabiZis- Ges-

Tsugi0,1 sieboldii Su2~.-Tok. 1955 

CaHci-Tsugetuo, siebold~i Suz.-Tok. 1952 

Zelkovion serratee ~;iyawaki et al. 1971 

Pinion densiflorae Su~.-Tek. 1966 

~r f i?~;~, 

ttt~  1 It ,t  ~r-

196~ ~S/7~f~t-j~ ~~~S 
t: ~ 7;r~ -~rlf ~~-~._* 

7,~/~7;/#, :7 -jl~ ~~~~~ 

~~ t 7lf ~ ~~~ 

 :t. ;tS/~ !i) -･rlt ~~: 

1969 

:3~., ~ ;~ - -;cl~~ 

1975 

al 

4~~~f-:~If5 

i971 ;t y]fl)-::,if~~ 

;~;; ~~ ir 1 I~ ~~} 

~7lt~i~~l'flf ~~ 

;t:t,~:~;j;;tr~t-j:~ ~~~~ 

4 ~C ~fl~ 7rl~ ~~ ~~ 

~7~S;ts'e~~jlf ~~~: 

~~7tfil~} ~ - -;~t5 =-~S 

S/ ~ ;~ ://t- ~ X* ~ ---*~ 

~l 5~;cJ~ ~~- S~;~7~~ ~ 

~/t:7it~f-t7~:r~ ~~~i 

7;~~~~j4X')~f-i7c!~ ~:~f~~ 

~/ ) 'r;!J~r7 t) ~ ~.~~_. 

tf4::,il ~~*y/f'y') ~;') tr ~~~~ 

~/;t~;- :: t/ ~t -:~-

tf 7:r,U ~ ~~~~~ 

S; :lT~~~: ;/~?S/~-# ~7if,U ~ ~-*  ･ - ~ps;~ 

~~~f7iT?17~~::~/;t~; ~~~~ 

y ;L ;/ O ~~ ) t) - ~/~ ~; ~~*:~E.~~~~ 

7~;'~/~r-~t~5 _ ~~~~= 

 /"V ･: L/ ~$~i 

~t-~-

? JV !~7 ;t ~ ~ ;Z: ~ i:, ~~~ 

;t ;t/t P 1:1 !~ ~; _ ~$-'s~*~*<' - ~ ;Cl~ ~~ 

;~~'/'y~;-~~Xi~5 ~?~:..,* 

 1977 ･ ~~,~:~,*.* ;t!yy~;-:~7S/f 

:17;;dt4-~~;z~~f~~ ~~,~~_ 

~~~~ 

;ky;/7:Jlf~ ~~~ 

(7 U :~7 J:~:- :!I~~ ~~~~ 

:7~~~-:;If~ ~~~~ 

~~ 

7~7~ ~~~~_ 

'y ;t~ -.+*~~: 

::~,,:/;~if-'y~i ~~:~~_ 

irt~ ~~~l 

7 ~7 ? y ~~~~ 

- 376 -

~
 

**~ 

*,;i 
,,,: 

~
 

~
 

~
 

~
 

~
 

~
 

~
 

~
 



 帽
遜
余
麗
e姻
躍
尊
縷
加
州
㊨
匁
興
り
這
舶
銀
量
定
橘

 」
〇
一
』
コ
0ー
コ
“
自
剃
=Oα
雌
「
OO一
〇
→
一
一
コ
壕
司
O

 蟹
惰
κ
順
気
幌
、
ン
き
二
〔
も

 切
の
く
'UO早

仁
O価
O、
憎
二
=}野

ご
q婁

 嬉
魁
～
二
〇
い
#O匙
コ
V始
幅
。
蘭
O店
裏

 側
稽
一
喝
」
」
①
“
の
岨
ω
O」
ぴ

麟
驚
識
難
戦  !
咀
司
一
q
仁
」
田
岩
尉
u
。
&
,
g
叫
と
3
耐
二
β
3
畠
δ

 「
瞼
跳
潤
ゆ
も
日
イ
紙
ム
区
や

 財
幅
“
q」
起
倒
頃
嘱
O劫
略
Uに
O知
E、
る
留
Uし
切
コ
O

 裂
潅
か
も
ロ
ー
ひ
瓜
聖
心
川
鑑
仁
L竃
聾
毎
廿
L。
コ
(マ
ご
』
儲
淘
窓
早
書
「
ご
&望
銀
8

 の
8fε

暑
塁
壁
。
琶
δ
古
言
ミ
恩
讐
蝿
§
。
量
ミ
一
一
い
・
'φ
も
肖
ま
一
γ
ミ
ー
急
.皿
如
q

【

 【
黒
=

 一議鱗灘難褻滅羅...
 一
菜
コ
「
「

 ..、.輩藩犠廻
も

蕪
離
離
獣
鋳
銭  『

o遣
い
心
q¥覧
宝
勾
ユ
。
し
電
&

 き
と
ロ
ヨ
ノ

 .的
媚
O!9u奏

讐
tむ
も
し
軌
・
血
ロ
。
遣
。
警
os「

}

 旬汀。乱塾δ`田v匙-喜善帆§若児、
 讐
ト
記
吟
も
R昭
}.僻
事
引
.誤
“
h級

 艶
峯
奉
ト
f砂
中
口
恥
姶
ひ

 OOO軸

 、
①
3閏
O婁
Q細
工
召
財
q制
振
車
O卸
町
切

 ～
～
欺
f
詩
名
も
」
わ
む  の
悶
一
両
」
」
q“
田
“
尉
。
&3石

割
『
一
難
藁
『

 、
一

 道
磁
い
奉
K房
一
い
“
齢
箏
卜
}"

↓

 彰
3薯
釦
」
U荘
3邸
㎝
吋
耽
」
〇
二
ぎ
8て
植
芝

 書
髭
玉
ト
～
ひ
染
;醒
Ψ
缶
擬

 岩
客
毒
言
5
}
道
占
`
お
薯
『

膣
需

 ～377一

毫
一

 季
“



{

 成種も多く生育し,両オーダーの移行帯に相当する植生であり,その現存植分は主に代償植生

 である。

 6.コナラーミズナラオーダー域の下部に分布するカシワーコナラ群集やウリカエデーコナラ

 群落は,イヌシデーコナラ群國に包括され,最も内陸型気候下に成立する代償植生である。し

 かし,カシ林もブナ林も自立分布していない内陸低地においては,局地的なケヤキ群落と共に,

 終局群落の断片を示しているものと判断した。この終局群落は,ブナクラスやオーダー等の標

 徴種群が主となって構成する,夏緑広葉樹林(イヌシデーコナラ群落)であると考えられる。

 当内陸地域における現存植生と終局群落との関連は,下表のように示すことができる。

 7.内陸地域に分布するブナクラスの各植生について,生育環境立地とのかかわりや,現存植

 生と潜在自然植生との対比について検討した。また,内陸低地における植生とさまざまな人為

 的干渉の度合,植生の動態等についても考察を加えた。

    一垂蔵分布帯現存植生局地的(土壌的)終局群落広域的(気候的)終局群落

    山地帯上部ササープナオーダーチシマザサープナ群団スズタケーブナ群団ミヤマザクラーミズナラ群団シャクナゲークロベ欝団シオジ一二レオーダーサワグルミ群懇ハルニレ群団アカミノイヌツゲークロベ群集シノブカグマーヒノキ群集サイゴクミツバツツジーツが群集fジュウモンジンダーサフグルミ群集ミヤマクマクラビーシオジ群集フジシダーサワラ群集ハルニレ群団{マルバマンサクーブナ群集ヒメァオキーブナ群集ヤマボウシーブナ群集マルバマンサクーブナ群集の一部ヤマボウシーブナ群集の一部ウラジロモミ～ミズナラ群落
    山地帯下部コナラーミズナラオーダーマルバアオダモーミズナラ群団イヌシデーコナラ群団ツガ群団ケヤキ群鰯アカマツ群団ホツツジーミズナラ群集地コカンスゲーツが群集ケヤキ群腿アカマツ群団(局限地1ヒメアオキーブナ群集の一部ヤマボウシーブナ群集の一部イヌブナ群落イヌシデーコナラ群落

 本州中央部,内陸地域の現存植生と終局群落との関連
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 論文審査の結果の要旨

灘
還

 植物社会学的研究がわが国で始められてからの歴史はまだ浅いが,ブロンーブランケ法を基

 礎にしたわが團独自の研究法が模索された時代を経て,やっと近年,植物社会学の定着化がみ

 られるようになり,わが国の植物学の発展に,また植生の解明に大きな貢献がもたらされるよ

 うになった。本論文は,植生分布帯論で古くから問題とされてきた間帯(または中間温帯)に対

 応する植生の扱いを,植物社会学的な群落体系のなかで検討することを試みた点に特色をもっ

 ている。内容は,本州中央部の夏緑広葉樹林全域を対象とした190の調査地,i845ヶの群落調査

 資料を使い,総合常在度表を作成し群落相互の比較検討を行い,夏緑広葉樹林の群落体系を明

 確にしたところが主要部分になっている。つまり,本州中央部の森林群落を植物社会学的にみ

 ると,ブナクラスとしてまとめられ,3つのオーダーとU群団,i6群集,4群落が含まれるこ

 とを示している。このブナクラス全域にわたる総合常在度表の作成は,わが国では初めての試

 みであって,各群落の植生上の位置づけが明かに1されたことは高く評価される。本論文でまと

 められたブナクラスは,山地帯上部のササーブナオーダーと山地帯下部のコナラーミズナラ

 オーダーとに大きく分けられることを示し,植生分布帯の間帯(中間温帯)に対応する植生の特

 色が後者の植生単位にあることが明かにされた。それぞれのオーダーに所属する群団,群集が

 標徴種によって区分されることを詳細に記述している。ササーブナオーダーには,ハルニレ群

 団,サワグルミ群団,スズタケ～ブナ群団,チシマザサーブナ群団,シャクナゲークロベ群団,

 ミヤマザクラ群団串が入り,一方のコナラーミズナラオーダーには,ツガ群団,マルバアオダモ

 ーミズナラ群団,ケヤキ群団,アカマツ群団,イヌシデーコナラ群団が入り,それぞれの群団

 に下位群落として20の群集,群落が標徴種あるいは区分種によって分けられることが示されて

 いる。なお筆者は,ここで新に1群隣(*印)と3群集の命名記載をしている。以上が本論文の

 主体をなすもので,加えて,記載されたこれらの森林群落の環境特性と,人為干渉との関連に

 ついて調査検討した部分を含めて論文全体がまとめられている。以上の成果は,植生学の発展

 に寄与するところが多く,とくにブナクラスの群落体系がなされたことは,わが国植物社会学

 の進歩に貢献すること大である。筆者和田清が自立して研究活動を行うのに十分な能力と学力

 のあることが示されていて,本論文が,理学博士の論文として合格であると認めた。
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